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Ｌ２+5d

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

　　標準図(1)の2－(3)による。
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一本目を配置する。

縦筋は、柱面に横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。
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将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する
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補強筋は、梁主筋の1段落し径(Ｄ16

以上)とする。

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

とする。

腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

ａは100～200程度。

梁下端増打コンクリートの場合も上端

増打コンクリート補強と同様とする。

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
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場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

鉄筋標準配筋

既製品

Ｌ２

Ｌ

２

Ｌ
２

※
※

φ

2φ 2φ

Ｄ

45°

25
0
以

上
2
5
0以

上

φ φ φ

梁幅が400を超える場合は

補強筋でＤ13はＤ16又は、

2－Ｄ13は3－Ｄ13と、各々

読みかえる

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

部分について計算で

確認された場合は右

記の位置、寸法によ

らなくて良い。
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但し φ≦Ｄ/3とする

梁端部（スパンl/10以内かつ2Ｄ以内）は避ける

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）
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大梁主筋の継手
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第1あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻きとする
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（イ）原則として　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　、

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　又は　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　にあっては交互、　にあってはスラブ側とする。
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　印は幅止め筋

（注　床版がない場合は135°以上のフックとする）
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片持床スラブ

屋根スラブの補強

片持ちスラブ出隅部補強

床板開口部の補強
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を開口をさけて補強する。
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それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部に

配置する。

注 l1≧l2とする。
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一般の場合

注）ho≦25tかつ3500以上とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

下部防水立上りのある場合
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